
2017年度
春期 グリーフケア公開講座

「『悲嘆』について学ぶ」

2017年4月21日（金）まで
100名（定員に達し次第締切り）
14,000円
上智大学 グリーフケア研究所、龍谷大学 人間・科学・宗教オープン・リサーチ・センター
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〒531-0072　
大阪市北区豊崎3‐12‐8　サクラファミリア 2階
TEL : 06-6450-8651    FAX : 06-6450-8652

上智大学大阪サテライトキャンパス

● 地下鉄御堂筋線「中津駅」3番出口より徒歩3分
● 阪急「梅田駅」茶屋町口より徒歩4分
● JR「大阪駅」御堂筋北口より徒歩10分

※講師の都合により、日程を変更する場合がございます。予めご了承願います。
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柏木 哲夫

水谷 　修

清水 俊彦

村上 典子

鎌田 東二

谷山 洋三

髙木 慶子

柳田 邦男

開催日

神戸赤十字病院 心療内科部長

上智大学グリーフケア研究所 副所長

淀川キリスト教病院 理事長

夜回り先生、水谷青少年問題研究所 所長
花園大学 客員教授

東京女子医科大学 脳神経外科（頭痛外来）
客員教授

東北大学大学院文学研究科 准教授

上智大学グリーフケア研究所 特任所長

ノンフィクション作家

講　師（敬称略） テーマ

いのちを見守る ―死にゆく人々へのケア―

こころを病む子どもたち、その原因と対策

心療内科医によるグリーフケア

神道から見た「悲嘆」

悲嘆に向き合う臨床宗教師の視点

悲嘆の意味をさがす

戦争、難民、災害、大事故と集団的トラウマ

悲嘆と頭痛 ～悲嘆が頭痛をもたらすのか、
  それとも頭痛そのものが悲嘆なのか～

開講期間
開講時間
会　　場

2017年５月12日（金）～ 6月30日（金）全8回
午後６時30分 ～ 午後８時 （９0分）
上智大学 大阪サテライトキャンパス

全世界では、思いがけない大災害や事故、テロへの恐怖と不安、
個人的には、愛する家族や親せき、恩人、友人との死別や別離の苦しみ悲しみ、
また、各自にとって大事な仕事やペットを失くした方々の悲しみに共感し、

ともに歩めるために公開講座を開きます。



申し込みの際にご提供いただきました情報につきましては当公開講座のみに使用し、本学院「個人情報に関する規定」に基づき、十分に注意して取り扱わせて頂きます。
本学院の個人情報の取扱いについては　http://www.sophia.ac.jp/jpn/info/privacypolicy　をご参照ください。

上智大学グリーフケア研究所（大阪） 行

申 込 書

下記のとおり、2017年度春期グリーフケア公開講座に申し込みます。 

2017年　　月　　日

〒

フリガナ

氏　名

住　所

日中繋がる

電 話 番 号

※任意記入

ご 職 業

【 申込み・問い合わせ 】
上智大学 グリーフケア研究所（大阪） 

〒531-0072　大阪市北区豊崎3‐12‐8　サクラファミリア 2階　TEL : 06-6450-8651    
ホームページ : http://www.sophia.ac.jp/jpn/otherprograms/griefcare FAX : 06-6450-8652

受講の流れ
1.申込み

2.受講料のお支払い

3.受講証の受け取り

申込みを受け付けた方に「振込依頼書」を送付いたしますので、振込期限までに指定の銀行口座に受講料をお振込みください。

受講料の入金が確認でき次第、「受講証」をお送りします。受講当日は、受講証をお持ちください。

申込みは、WEBエントリー、FAXまたは郵送の3通りとなります。

WEBエントリーの場合　右記のURLにアクセスしてください。   https://eipo.jp/griefcare/

FAXの場合　以下の「申込書」に必要事項を記入の上、FAXにて送信してください。

郵送の場合　以下の「申込書」に必要事項を記入の上、郵便にてお送りください。

熊本県生まれ。聖心女子大学文学部心理学科卒業。上智大学神学部修士課程修了。博士（宗教文化）。
現在、上智大学グリーフケア研究所特任所長。「生と死を考える会全国協議会」会長。「兵庫・生と死を考える会」会長。
援助修道会会員。
二十数年来、ターミナル（終末期）にある人々のスピリチュアルケア、及び悲嘆にある人々の心のケアに携わる一方、
学校教育現場で使用できる「生と死の教育」カリキュラムビデオを制作。幅広い分野で全国的にテレビや講演会で活躍中。
著書として、『喪失体験と悲嘆－阪神淡路大震災で子供と死別した34人の母親の言葉』（医学書院）、『大切な人をなくす
ということ』（PHP出版）、『悲しみの乗り越え方』（角川書店）、『悲しんでいい～大災害とグリーフケア～』（NHK出版）、
『それでも誰かが支えてくれる』（大和出版）、『それでも人は生かされている』（PHP研究所）など多数。

コーディネーターからのメッセージ

　現代世界状況を見ます時、不安や恐怖を感じる事柄が多いと思いますが、それは、私た
ちが望んでいる状況、つまり、安心と安全を喪失した社会に生きている事であり、全世界
の人々は、その意味で「悲嘆状況の中にいる」と言えるのではないかと思います。また、個
人的には、愛する家族や、親戚、恩人、友人との死別と別離を経験し、強烈な苦悩と悲嘆
を実感しておられる方もあると思います。「悲嘆」とは、各自にとって大事なものを喪失し
た後に残る様々な苦しい感情ですが、その感情は、ただに感情だけでなく身体にも、社会
生活にも影響を与えます。そのために出来るだけ悲嘆状態から解放されることが必要です。
そのためにも各自はどのようにして自身をケアし、また、第三者としてケアができるのかを、
共に考えたいと願っております。髙木　慶子

コーディネーター
上智大学グリーフケア研究所
特任所長

悲嘆について学ぶ

コーディネーター
プロフィール


